
No.566

  
編集  富良野市企画振興課

広

報

○晴天に恵まれ、ビーバー隊の親子で市内道ばたのごみの清掃に汗を流しました。これでスッキリ！

　（撮影：天日守さん）

特集　Ｐ２‐3　市と事業者がレジ袋の削減協定を締結

「環境にやさしいまち」に
Ｐ６‐７　地域活動レポート映　

農業体験で修学旅行生を積極的に受け入れ、地域力の向上をめざす

Ｐ１０　ズームアップふらの　Ｐ１２　消費生活・健康情報

Ｐ１４　くらしの情報



大盛況だったリサイクル
マーケット
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レジ袋
削減目標

有料化
実施日事業者及び店舗名

９０％20.10.1生活協同組合コープ
さっぽろ富良野店

８０％20.11.1

ホクレンショップ
朝日店
エーコープ
フォーレスト店

エーコープ春日店

エーコープ山部店

８０％20.11.1ラルズマート富良野店

レジ袋削減(有料化)参加店舗

し
て
い
ま
す
。
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の

協
働
に
よ
り
、
ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
取
り
組
み
、
地
球
温
暖
化
防
止

及
び
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
、
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
、
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
一
人
あ
た
り
１
日
１
枚
の　
　
　

レ
ジ
袋
を
使
用

　

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
原
因
と
さ
れ

市
内
３
事
業
者
と
消
費
者
協
会
と　
　

「
ご
み
削
減
」
の
協
定
を
締
結

　

富
良
野
市
は
、
９
月　

日
、
市
内
大
型

２９

店
舗（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
、

珂
ホ
ク
レ
ン
商
事
、
珂
道
北
ラ
ル
ズ
）
の

３
事
業
者
及
び
富
良
野
消
費
者
協
会
と

「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
ふ
ら
の
」
の
確

立
に
向
け
た
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
各
事
業
所
で
は
、
レ

ジ
袋
持
参
率
、
削
減
率
の
目
標
値
を
設
定

レジ袋削減に関する主な協定内容

事業者
虚市民にマイバック・マイバスケット
などの持参を呼びかけ、大幅なレジ袋
の削減を図る活動を推進します。
許レジ袋の辞退率の目標やレジ袋の有
料化の実施日について定めます。
距レジ袋削減の取り組みにより発生し
た収益金は、環境保全活動や地域貢献
活動に活用し、その内容を公表します。
鋸レジ袋の削減を図る活動状況及び目
標数値について、定期的に公表します。

消費者協会
　マイバックなどの持参によるレジ袋
の削減を消費者に呼びかけ、行動を拡大
します。また、各事業者が行うレジ袋削
減の取り組みを積極的に支援します。

富良野市
　レジ袋削減の活動を推進、PRし、ご

みの減量化やリサイクル活動を展開し、

循環型社会の構築に向けた取り組みを

推進します。

轄問 市民環境課
拶３９‐2308

　
「
第
２
回
富
良
野
市
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ア
」が
９
月　

日
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

２８

（
山
部
西　

線　

番
地
）
で
行
わ
れ
、
１
５

２０

２１

０
０
人
も
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
資
源
の
有
効
活
用

や
ご
み
処
理
経
費
の
削
減
な
ど
、
ご
み
の

減
量
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
山
部

ま
ち
お
こ
し
委
員
会
や
J
A
ふ
ら
の
山
部

支
所
、
山
部
商
工
会
ら
で
つ
く
る
実
行
委

市市
とと
事事
業業
者者
がが
レレ
ジジ
袋袋
のの
削削
減減
協協
定定
をを
締締
結結

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
ににににににににににににににににににににに
ややややややややややややややややややややや
さささささささささささささささささささささ
ししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
にに

レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

大
盛
況
！

１
５
０
０
人
が
来
場

「
第
２
回
富
良
野

「
第
２
回
富
良
野
市市

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」」

レレジジ袋袋削削減減((レレジジ袋袋のの有有料料化化))にに
取取りり組組むむ参参加加事事業業者者をを募募集集！！

肩

謙

見

賢

牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽
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　マイバック持参、レジ袋削減に積極
的に取り組んでいただける事業者を募
集します。
対　象　市内に店舗をおく事業者
申込み　応募用紙に必要事項を記入し
て、市民環境課までファックス、電子
メール、郵送または直接窓口に提出し
てください。
〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
富良野市市民環境課　胃　２３‐１３１３
電子メール(simin-k@city.furano.hokkaido.jp)授業の一環でフリーマーケット

に出店する山部小４年生
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て
い
る
の
が
、
石
油
や
石
炭
を
燃
焼

さ
せ
た
場
合
に
発
生
す
る
二
酸
化

炭
素
で
、
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑

制
す
る
こ
と
が
環
境
問
題
を
解
決

す
る
第
一
歩
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
で
き
て
い

ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
石
油
か

ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

レ
ジ
袋
は
石
油
か
ら
で
き
て
い
る

の
で
す
。

　

全
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
レ
ジ

袋
の
量
は
、
年
間
約
３
０
０
億
枚
と

推
計
さ
れ
、
お
よ
そ
一
人
当
た
り
１

日
１
枚
を
消
費
し
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
富
良
野
市
で
考
え
る
と

８
９
６
万
枚
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

員
会
が
主
催
し
て
、
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
粗
大

系
廃
棄
物
約
１
０
０
点
が
２
０
０
円
か
ら

６
０
０
円
で
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
廃
棄
物

と
し
て
出
さ
れ
た
約
７
０
０
０
枚
の
衣
料

品
が
１
枚
１
０
０
円
で
販
売
さ
れ
、
大
き

な
袋
に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
買
っ
て
帰
る

人
も
。
ま
た
、
山
部
小
４
年
生
が
授
業
の

一
環
と
し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店

し
た
り
、
ス
イ
カ
か
ら
製
造
し
た
ス
イ
カ

糖
を
使
っ
た
お
菓
子
の
試
食
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、
人
参
詰
め
放
題
、
リ
サ
イ
ク
ル
ク

イ
ズ
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
こ
だ
わ
っ
た

イ
ベ
ン
ト
に
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
５
０
０
人
の
市
民
が
訪
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
み
は
３
袋
し
か

出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
バ
ッ
グ
、

箸
、
ス
プ
ー
ン
な
ど
を
持
参
し
、
市
民
が

ご
み
を
出
さ
な
い
「
富
良
野
ス
タ
イ
ル
」

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
す
る
な
ど
、
来

場
し
た
方
々
の
ご
み
減
量
の
意
識
、
リ
サ

イ
ク
ル
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

ま
し
た
。

　

レ
ジ
袋
を
１
枚
つ
く
る
の
に
必
要
な

石
油
は
お
ち
ょ
こ
１
杯
分
、
約　

穐
と
さ

２０

れ
て
い
て
、
レ
ジ
袋
が
な
く
な
れ
ば
約　
６０

万
旭
の
石
油
を
節
約
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
レ
ジ
袋
１
枚

を
使
わ
な
け
れ
ば　

扱
の
二
酸
化
炭
素

２０

排
出
量
が
削
減
さ
れ
、
市
全
体
で
は
年
間

に
約　

根
が
削
減
さ
れ
、
ま
た
、
レ
ジ
袋

１８

１
枚
が　

扱
と
す
る
と
、
年
間
で　

・
６

１０

８９

根
の
ご
み
が
減
量
化
さ
れ
る
こ
と
に
も

な
る
の
で
す
。

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
・
マ
イ
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

　

協
定
を
締
結
し
た
事
業
所
で
は
、
レ
ジ

袋
の
有
料
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
買
い
物
の
際
、
レ
ジ
袋
を
な

る
べ
く
も
ら
わ
ず
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
・
マ

イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
参
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
レ
ジ
袋
の
削
減
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
環
境
問

題
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
ご
み
の
減
量
化

が
推
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
二
酸
化
炭
素

の
削
減
や
石
油
資

源
が
節
約
さ
れ
、

地
球
温
暖
化
防
止

対
策
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
豊
か
な
環

境
を
残
す
た
め
の

私
た
ち
に
で
き
る

一
つ
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

大勢の市民で賑わった、リサイクル　
マーケット

國枝　清子さん

レジ袋削減はとても良い

ことだと思います。私は、

始まる前からマイバック

を使う習慣がありました。

今では夫も家族も、袋を

持ち歩いていますよ。
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【
自
治
功
労
】

杉
野　

信
幸
さ
ん　

　
歳
６̝

　　

平
成
３
年
４
月
農
業
委
員
に
就

任
、
以
来
平
成　

年
３
月
ま
で　

１８

１５

年
に
わ
た
り
、
自
作
農
の
維
持
、

農
地
の
利
用
調
整
、
農
地
相
談
に

活
躍
さ
れ
、
平
成　

年
４
月
か
ら

１２

は
、
農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理

に
就
任
し
、
富
良
野
市
農
業
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

環
境
功
労
】

玉
手　

洋
子
さ
ん　

　
歳
６５

　

昭
和　

年　

月
保
護
司
に
就
任

６１

１２

以
来
、
現
在
ま
で　

年
に
わ
た
り
、

２１

罪
を
犯
し
た
者
の
保
護
観
察
及
び

青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
の
更
生

保
護
活
動
に
取
り
組
み
、
多
く
の

保
護
観
察
対
象
者
の
改
善
更
生
を

助
け
、
再
犯
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
の
実
現
と
公
共
の
福
祉
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
教
育
・
文
化
・
体
育
・

科
学
技
術
功
労
】

難
波　

英
昭
さ
ん　

　
歳
６５

　

昭
和　

年
４
月
体
育
指
導
委
員

６１

に
就
任
以
来
、
平
成　

年
３
月
ま

１９

富
良
野
市
表
彰
条
例
に
も
と
づ
く
本
年
度
の
功
労
表
彰
式
が
　
月
3

11

日
、
文
化
の
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
賞
さ
れ
る
の
は
、
自
治
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
杉
野
信
幸
さ
ん
、

産
業
経
済
に
功
績
の
あ
っ
た
東
海
林
敏
昭
さ
ん
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
環
境
の
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
玉
手
洋
子
さ
ん
、
教
育
、
文
化
、

体
育
、
科
学
技
術
の
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
難
波
英
昭
さ
ん
で
す
。

※
年
齢
は
８
月
１
日
現
在

【
産
業
経
済
功
労
】

東
海
林
敏
昭
さ
ん　
　

歳
５７

　　　

昭
和　

年
５
月
か
ら
旧
山
部
町

６０

農
業
協
同
組
合
理
事
、
ふ
ら
の
農

業
協
同
組
合
理
事
、
副
組
合
長
理

事
な
ど
平
成　

年
４
月
ま
で　

年

２０

２３

に
わ
た
り
、
組
合
の
健
全
な
運
営

と
組
合
員
の
経
営
安
定
に
努
め
、

地
域
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
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めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ででででででででででででででででででででで
ととととととととととととととととととととと

受
賞
お
め
で
と
うううううううううううううううううううううう

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま

ご
ざ
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

で　

年
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振

２２
興
、
普
及
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
平

成
８
年
４
月
か
ら
は
、
富
良
野
体

育
指
導
委
員
会
長
に
就
任
し
、
富

良
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
策
定

や
市
民
体
力
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励
賞

　

富
良
野
市
文
化
団
体
協
議
会
か

ら
文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励
賞
が

次
の
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

【
文
化
功
労
賞
】

菅
原
百
合
子
さ
ん　

　

昭
和　

年
、
華
道
小
原
流
菅
原

４９

社
中
と
し
て
富
良
野
文
化
協
会
に

加
盟
し
、
市
民
総
合
文
化
祭
や
中

央
公
民
館
フ
ェ
ス
タ
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
自
宅
、
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
福
祉
施
設
で

の
指
導
を
す
る
な
ど
、
地
域
文
化

の
振
興
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

本
谷　

旭
さ
ん

　

昭
和　

年「
富
良
野
書
道
連
盟
」

５５

に
加
入
し
、
平
成
７
年
に
理
事
長

に
就
任
し
、
こ
の
間
会
員
の
書
の

育
成
指
導
を
し
て
お
り
、
平
成　
１９

年
に
国
内
最
大
規
模
の
毎
日
書
道

展
で
最
高
賞
を
獲
得
。
こ
と
ぶ
き

大
学
で
書
道
の
講
師
を
務
め
る
な

ど
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

【
文
化
奨
励
賞
】

北
海 
臍
神
輿 
会

へ
そ
み
こ
し

　

昭
和　

年
に
女
神
輿
を
復
活
さ

６３

せ
た
い
と
の
想
い
か
ら
「
北
海
臍

神
輿
を
担
が
せ
る
会
」
を
発
足
し
、

第　

回
北
海
へ
そ
祭
り
に
女
神
輿

２０
を
復
活
さ
せ
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
「
北
海
臍
神
輿
を
担
ぐ
会
」

そ
し
て
、
今
の
「
北
海
臍
神
輿
会
」

と
な
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
、
女
性

の
健
全
育
成
、
地
域
文
化
の
振
興

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

大
正
琴　
 
美
音 
の
会　

み
ね

　

平
成
６
年
「
美
音
の
会
」
を
設

立
、
平
成
９
年
に
富
良
野
文
化
協

会
に
加
入
し
、
現
在
は
会
員　

名
５０

に
よ
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
市

民
総
合
文
化
祭
や
公
民
館
フ
ェ
ス

タ
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
ほ

か
、
福
祉
施
設
な
ど
に
年　

回
以

２０

上
の
慰
問
を
行
う
な
ど
、
地
域
文

化
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
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「
世
界
中
が
平
和
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

　
　
　
　
富
良
野
高
校
３
年
　
佐
々
木
あ
い

　
今
回
初
め
て
世
界
大
会
に
参
加
し
て
、
１

番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
原
爆
資
料
館
で

の
写
真
や
遺
品
で
す
。
も
は
や
人
間
の
姿
と

は
思
え
な
い
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
人

の
写
真
は
目
を
背
け
た
く
な
る
く
ら
い
で
し

た
。
交
流
会
や
総
会
に
参
加
し
て
、
た
く
さ

ん
被
爆
者
の
方
の
話
を
聞
け
て
、
こ
れ
か
ら

は
も
う
聞
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
と
て

も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　
日
本
は
、
今
平
和
な
国
で
す
が
、
い
つ
か

は
世
界
中
が
平
和
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
将
来
に
役

立
て
た
い
で
す
。

「
み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

　
　
　
　
富
良
野
高
校
３
年
　
永
沢
奈
緒
美

　
広
島
で
は
、
実
際
に
原
爆
の
被
害
を
受
け

先
月
号
に
引
き
続
き
、
８
月
４
日
～
６
日
に
行
わ
れ
た
被
爆
　
周
年
原

６３

水
爆
禁
止
世
界
大
会
国
際
会
議
広
島
大
会
の
参
加
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

今
月
は
、
富
良
野
高
校
３
年
生
の
佐
々
木
あ
い
さ
ん
、
永
沢
奈
緒
美
さ

ん
の
感
想
で
す
。

被
爆

周

被
爆
　
周
年年

６３６３

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
国
際
会
議

広
島
大
会
に
参
加
し

　
　
　
　
広
島
大
会
に
参
加
し
てて
隠隠

た
方
の
お
話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
た
り
、

た
く
さ
ん
の
資
料
を
見
た
り
し
て
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
痛
ま
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
現
地
に
行
っ
た
か
ら
こ
そ
学
ぶ
こ
と
の
で

き
た
被
爆
者
の
方
々
の
様
々
な
想
い
を
富
良

野
に
い
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
に
対
す
る
法
務
大
臣

表
彰
が
　
月
１
日
、
法
務
省
で
行
わ
れ
、

１０

法
務
大
臣
か
ら
永
年
に
わ
た
る
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ

た
、
山
下
正
秋
さ
ん
に
対
し
て
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
は
、
平
成
９
年
９
月
に
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
以
降
　
年
に
わ

１１

た
り
地
域
住
民
に
対
し
て
人
権
尊
重
の

重
要
性
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政

相
談
な
ど
悩
み
ご
と
相
談
に
応
じ
る
な

ど
の
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
昭
和
　
年
　
月
調
理
師
免
許
を
取
得

４０

１１

後
、
現
在
に
至
る
　
年
間
に
わ
た
り
、
常

２３

に
調
理
師
の
任
務
と
責
任
の
重
大
性
を

自
覚
し
、
栄
養
と
健
康
食
の
研
修
指
導
や

食
品
衛
生
の
向
上
に
徹
し
、
組
織
の
強
化

に
努
力
し
後
進
の
育
成
指
導
に
多
大
な

る
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
が
表
さ
れ
、
北

海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
北
海
道
全

５５

調
理
師
会
富
良
野
支
部
幹
事
に
就
任
さ

れ
、
平
成
２
年
か
ら
現
在
に
至
り
同
会
計

監
査
を
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
４

年
６
月
に
は
富
良
野
食
品
衛
生
協
会
指

導
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰

山
下  
正
秋 
さ
ん

北
海
道
社
会
貢
献
賞

中
村  
敏
和 
さ
ん
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

　

西
町
や
す
ら
ぎ
会
で

は
、
福
祉
バ
ス
を
利
用
し

て
見
学
研
修
を
年
に
数

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
上
湧
別
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
公
園
、
旭
川
科
学

館
を
見
学
し
、
春
に
は
旭

川
の
新
聞
社
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

地
元
の
施
設
も
見
学

し
た
い
と
の
会
員
か
ら

の
希
望
で
、
９
月　

日
に

19

は
市
内
施
設
見
学
を
企

画
し
、　

名
の
会
員
が
参

21

加
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
演
劇
工
場
、

ワ
イ
ン
工
場
な
ど
を
見

学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。「
長
年

住
ん
で
い
て
も
初
め
て
行
く
施
設

も
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
ぬ
い
ぐ

る
み
や
お
も
ち
ゃ
が
ご
み
に
出
て

い
て
驚
き
ま
し
た
」
と
事
務
局
長

の
水
口
登
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

西
町
や
す
ら
ぎ
会
は　

歳
以
上

60

の
男
女
が
集
ま
り
現
在
の
会
員
は

　

名
。
会
員
の
健
康
維
持
と
親
睦

48を
図
り
、
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り

に
む
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
４
木
曜
日
の
例
会
で
は
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
見
学
研
修
、
交

流
会
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

例
会
の
準
備
は
毎
月
当
番
を
決

見学研修を通じて

学ぶ楽しさと

親睦を深める

リサイクルセンターで施設の説明を受ける西町やすらぎ会のみなさん■西町やすらぎ会

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

農
業
体
験
で
修
学
旅
行
生

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

地
域
力
の
向
上
を
め
ざ
す

■
麓
郷
地
域
協
議
会
■

　

ふ
ら
の
麓
郷
地
域
協
議
会
（
目

黒
英
治
会
長
）
は
、
麓
郷
の
地
域

振
興
の
充
実
を
目
的
に
今
年
の
７

月　

日
に
麓
郷
振
興
会
と
富
良
野

２３
市
の
協
力
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。

会
で
は
鹿
肉
の
有
効
利
用
や
特
産

品
の
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
力
を
入
れ
て
い
る
事
業

の
ひ
と
つ
が
、
麓
郷
の
自
然
・
農

業
環
境
を
生
か
し
た
、
修
学
旅
行

生
の
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
で
す
。

　

８
月
に
麓
郷
地
域
が
農
村
の
活

性
化
と
自
立
を
目
標
に
し
た
農
林

水
産
省
の
「
農
山
漁
村
地
域
力
発

掘
支
援
モ
デ
ル
」
に
採
択
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、　

月
に
試
験
的
に
２

１０

校
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

月
２
日
に
訪
れ
た
兵
庫
県
立

１０
尼
崎
小
田
高
等
学
校
２
年
生
（　
３９

名
）
は
３
泊
４
日
の
富
良
野
在
住

の
日
程
の
う
ち
、
１
日
を
農
業
体

験
に
あ
て
て
い
ま
す
。
協
力
い
た

だ
い
た
受
け
入
れ
農
家　

軒
に
４

１０

名
ず
つ
の
生
徒
を
割
り
振
り
し
て
、

ス
イ
カ
の
収
穫
や
カ
ボ
チ
ャ
の
箱

詰
め
、
芋
掘
り
な
ど
を
体
験
し
て

い
ま
す
。
食
事
は
受
け
入
れ
農
家

と
一
緒
に
と
る
こ
と
で
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
を
行
っ
た
の
は
初
め
て

と
い
う
生
徒
は
「
麓
郷
の
自
然
の

雄
大
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。
農
業

の
楽
し
さ
や
大
変
さ
、
食
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

麓郷集落センターでの対面式。１０軒の農家の協力により農業体験が行われました。

　

地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
姥
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人

　

富
良
野
で
就
農
を
め
ざ
し
て
い

る
大
住
正
樹
さ
ん
、
茜
さ
ん
夫
妻

は
平
成　

年
に
富
良
野
に
移
り
住

１４

み
ま
し
た
。

　

正
樹
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
。
小

学
生
の
と
き
、
祖
父
の
家
で
ミ
ニ

ト
マ
ト
づ
く
り
の
手
伝
い
を
体
験
。

収
穫
作
業
の
お
も
し
ろ
さ
か
ら
農

業
に
興
味
を
持
ち
、
埼
玉
県
農
業

大
学
に
進
学
。
初
め
て
富
良
野
を

訪
れ
た
の
は
、
在
学
中
の
１
カ
月

間
の
研
修
で
し
た
。「
短
期
間
で
し

た
が
、
農
業
現
場
の
第
一
線
で
研

修
が
で
き
て
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
学
校
の
畑
よ
り
も
広
す

ぎ
て
驚
き
ま
し
た
が
、
広
い
場
所

で
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
言
い
ま

「初収穫したミニトマト２個を家に持って帰り、二人でか

みしめながら食べました」と話す大住さん夫妻

　大住  正樹さん

              茜 さん
麓郷     

おおすみ まさき

す
。
大
学
卒
業
後
、
農
業
の
学
校

に
行
く
よ
り
も
現
場
で
働
き
た
い

と
考
え
、
研
修
期
間
中
に
ふ
れ
た

人
の
や
さ
し
さ
や
富
良
野
へ
の
想

い
が
つ
の
り
、
農
作
業
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
富
良
野
に
来
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
出
身
の
茜
さ
ん
も
同

時
期
に
、
地
方
で
農
業
を
し
て
み

た
い
と
い
う
あ
こ
が
れ
か
ら
農
作

業
ヘ
ル
パ
ー
に
応
募
し
ま
し
た
。

二
人
は
富
良
野
で
出
会
い
、
３
年

間
農
業
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
な
ど

を
一
緒
に
働
き
な
が
ら
学
び
ま
し

た
。
農
業
を
し
た
い
と
い
う
個
々

の
夢
か
ら
共
通
の
夢
へ
と
変
わ
り

そ
の
後
二
人
は
結
婚
。
現
在
は
そ

の
夢
に
向
け
、
麓
郷
の
熊
崎
治
幸

さ
ん
宅
で
農
業
研
修
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

今
年
か
ら
ハ
ウ
ス
２
棟
を
貸
し

て
も
ら
い
、
夫
婦
だ
け
で
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
栽
培
、
収
穫
、
出
荷
、
経

営
ま
で
す
べ
て
を
行
い
ま
し
た
。

「
日
照
に
も
恵
ま
れ
、順
調
に
育
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
追
肥
の
事
な
ど

色
々
な
面
で
熊
崎
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
心

強
い
で
す
」
と
言
い
、「
今
年
の
初

収
穫
の
２
個
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、

家
に
持
っ
て
帰
り
、
二
人
で
か
み

し
め
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
収
穫
の
時
が
一
番
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

正
樹
さ
ん
は
、「
地
域
で
つ
く
っ

た
安
全
で
品
質
の
良
い
野
菜
を
地

域
で
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
顔
の
見
え
る

農
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
今
は

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
将
来
は
、
ア
ス
パ
ラ

や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
色
々
な
作
物
も

作
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

熊
崎
さ
ん
は
「
一
所
懸
命
や
っ

て
い
ま
す
。
と
て
も
勉
強
熱
心
で
、

逆
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
」
と
笑
っ
て
話
し
ま
す
。

「
代
々
や
っ
て
い
る
農
家
で
も
離

農
せ
ざ
る
を
得
な
い
今
の
時
代
、

新
規
就
農
は
厳
し
い
で
す
が
、
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

良野に

移る

富唄

新規就農をめざし研修中の大住さん夫妻

め
、
企
画
か
ら
準
備
運
営
ま
で
全

員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
清
掃
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
を
行

な
っ
た
り
、
国
道
沿
い
の
花
植
え
、

一
円
募
金
な
ど
の
奉
仕
活
動
も
続

け
て
い
ま
す
。

　

会
計
の
村
井
肇
さ
ん
は
、「
老
人

会
に
入
る
の
に
最
初
は
抵
抗
が
あ

り
ま
し
た
が
、
入
会
す
る
と
ま
っ

た
く
抵
抗
感
な
く
楽
し
ん
で
い
ま

す
よ
。
役
員
体
制
を
固
定
化
し
な

い
で
交
代
で
や
っ
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
ね
。
も
っ
と
会
員

を
増
や
し
た
い
で
す
」
と
入
会
を

呼
び
か
け
ま
す
。

あかね

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
を
し
た
農
家
の
阪
井

さ
ん
は
「
麓
郷
の
景
色
や
農
作
業

で
感
動
し
て
泣
い
て
い
る
彼
女
た

ち
を
見
て
、
改
め
て
地
域
の
魅
力

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
」
と
話
し

ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
受
け
入
れ
し
た

武
石
さ
ん
も
「
農
業
体
験
を
通
し

て
、
食
の
大
切
さ
や
農
業
の
重
要

性
に
つ
い
て
少
し
で
も
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

　

目
黒
会
長
は
「
富
良
野
に
は
毎

年
た
く
さ
ん
の
修
学
旅
行
生
が
訪

れ
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
が
地
元
に

帰
り
、
富
良
野
や
麓
郷
の
良
さ
を

伝
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
地
域
に

と
っ
て
の
貴
重
な
財
産
に
な
り
ま

す
。
来
年
は
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
を
進
め
、
将
来
的
に
は
、
農
作

業
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
麓
郷
の

暮
ら
し
や
風
土
な
ど
を
体
験
で
き

る
場
と
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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市政
アラカルト

１１月NOVEMBER

「福祉燃料助成」申請受付中
　市では、燃料費の高騰が続いているため、高齢者世
帯など、在宅で暮らす市民税非課税世帯を対象に福祉
燃料助成事業として灯油等購入費の一部を助成します。
　該当する方は、広報１０月号に折り込みの申請書に記
入・押印し、１２月１日俄までに提出してください。
対象者　平成２０年１０月１日現在市内に住所を有する方
で、世帯全員の平成２０年度市民税が非課税であり、次
のいずれかに該当する世帯
虚高齢者世帯　　　　全員が満６５歳以上(昭和１８年１０
　　　　　　　　　　月2日以前に生まれた方)の世帯
許重度障がい者世帯　身体障害者手帳１・２級、療育
　　　　　　　　　　手帳Ａ、精神障害者保健福祉手
　　　　　　　　　　帳１級の方が属する世帯
距ひとり親世帯　　　満１８歳未満の児童を扶養してい
　　　　　　　　　　る母(父)子世帯、その世帯に満６５
　　　　　　　　　　歳以上の高齢者が加わった世帯
※次に該当する世帯は対象外になります。
陰病院、社会福祉施設等に長期に入 
　院、入所している世帯
隠生活保護世帯
韻高齢者世帯で、子などの親族が別
　世帯であっても同居している世帯
助成額　１世帯　10,000円
・助成金は指定された金融機関(ゆうちょ銀行を除く)
　の口座に振り込みます。
・世帯が虚許距のうち二つ以上に該当しても助成額は
　10,000円です。
申請期限　１２月１日俄まで
申請場所　保健センター、山部・東山支所
※郵送での申請も受け付けますので、広報１０月号に折
り込みの申請書に記入・押印し福祉課まで郵送してく
ださい。
問合せ／郵送先　
　〒076‐0018　富良野市弥生町1番3号
　富良野市福祉課福祉総務係　拶３９‐22１１

　
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

１１
　

１
１
９
番
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
２
年

　

月
１
日
で
、
昭
和　

年
よ
り
全
国
一
斉

１０

６２

に
毎
年　

月
９
日
を
「
１
１
９
番
の
日
」

１１

と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
１
１
９
番
の
日
」
は
み
な
さ
ん
と
消
防

の
結
び
つ
き
を
象
徴
す
る
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン

バ
ー
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

　

消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動
は
、
１

分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の
勝
負
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
通
報
内
容
に
よ
っ
て
、

消
防
車
・
救
急
車
・
救
助
工
作
車
・
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
の
出
動
（
要
請
）
を
行
い

ま
す
。
も
し
慌
て
て
、
場
所
な
ど
を
正
し

く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
消
防
車
両
な
ど

の
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
被
害

が
拡
大
し
、
大
惨
事
に
な
っ
た
り
、
助
か

る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

富
良
野
地
区
消
防
組
合
（
富
良
野
市
・

南
富
良
野
町
・
占
冠
村
）
で
取
り
扱
っ
た

１
１
９
番
の
受
信
件
数
は
、
別
表
の
と
お

り
で
す
が
、
間
違
い
・
い
た
ず
ら
の
件
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
正
し
い
１
１

９
番
の
使
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
屋

外
で
の
怪
我
や
、
急
病
、
交
通
事
故
の
発

生
な
ど
、
携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
携

帯
電
話
で
の
受
信
先
は
富
良
野
地
区
消
防

組
合
管
内
で
通
報
し
た
場
合
、
富
良
野
消

防
署
に
て
受
信
し
ま
す
。

※
一
部
地
域
で
は
電
波
と
ア
ン
テ
ナ
の
関

係
上
、
富
良
野
消
防
署
に
受
信
さ
れ
な
い

事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
で
の
通

報
時
は
事
故
発
生
場
所
の
市
町
村
名
を
伝

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用
な
の
で
、

火
災
、
救
急
・
救
助
な
ど
の
災
害
の
問
い

合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
の
一
般
加

入
電
話
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
の
火
災
、
救
助
に
つ
い
て

は
、
火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
拶

２
３
‐
２
７
１
９
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
電
話
機
の
そ

ば
に
「
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
、
付
近

の
目
印
と
な
る
建
物
な
ど
」
を
記
入
し
た

メ
モ
を
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

架
富
良
野
消
防
署　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

１１９番受信状況
（平成1９年１０月１日～平成２０年９月３０日）

合計その他
問合せ

いたずら
間 違 い救急・救助火 災

754 (184)108 (29)40 (13)592 (134)14(8)富良野

230 (10)3 (1)18640 (9)1南富良野

42 (36)7 (3)3 (9)31 (20)1 (4)占 冠

1,026 (230)118(33)229 (22)663 (163)16 (12)合 計

１００.011.522.364.61.6割合(％)

※（　）は携帯電話による受信件数
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富良野中継局では、平成20年12月からＮＨＫ、
民放４局は平成２１年秋以降に開局

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジがががががががががががががががががががががが見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見らららららららららららららららららららららられれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううににににににににににににににににににににににななななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

今
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
２
０
１
１
年
（
平
成
　
年
）
７
月
　
日
ま
で
に
終

２３

２４

了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
（
地
デ
ジ
）
に
全
面
移
行
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
（
平
成
　
年
）
７
月
　
日
か
ら
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、

２３

２５

そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
な
る
と
、
テ
レ
ビ
は
「
高
画
質
」
や
「
高
音
質
」、「
デ
ー
タ
放
送
」
な

ど
便
利
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
？

　

日
本
で
は
、
放
送
や
通
信
に
使
え
る
電

波
が
、
少
し
も
す
き
間
の
な
い
ほ
ど
に
過

密
に
使
わ
れ
て
お
り
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の

ま
ま
で
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
足
り
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
余
裕
が
で
き
、
空
い
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
今
後
の
情
報
化
社
会
の

進
展
の
た
め
な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

い
つ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
？

　

富
良
野
中
継
局
で
は
、
平
成　

年　

月

２０

１２

か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
開
局
に
な
り
、
民
放
も
平

成　

年
秋
以
降
に
開
局
が
予
定
さ
れ
て

２１
い
ま
す
。

　

麓
郷
中
継
局
、
東
山
中
継
局
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
秋
に
N
H
K
、
平
成　

年

２１

２２

秋
に
民
放
が
そ
れ
ぞ
れ
開
局
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

地
デ
ジ
で
何
が
変
わ
る
？

虚
高
画
質
で
高
音
質

　

今
ま
で
に
な
い
美
し
い
映
像
や
、
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
音
声
を
楽
し
め
ま
す
。

許
デ
ー
タ
放
送

　

ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
、
株
価
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
、
見

た
い
と
き
に
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

距
字
幕
放
送
、
解
説
放
送
の
充
実

　

高
齢
者
や
耳
や
目
の
不
自
由
な
方
が
、

視
聴
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
テ
レ
ビ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
接
続
す
れ
ば
ク
イ
ズ
番
組
に
参

加
で
き
た
り
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

悪
徳
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

テ
レ
ビ
の
調
査
会
社
や
ア
ン
テ
ナ
工

事
業
者
を
装
っ
て
、
地
デ
ジ
を
受
信
す
る

た
め
の
費
用
を
不
正
に
請
求
し
た
り
、
工

事
の
勧
誘
を
行
う
な
ど
被
害
が
起
き
て

い
ま
す
。
地
デ
ジ
に
関
す
る
誤
っ
た
情
報

や
不
十
分
な
情
報
に
も
と
づ
い
て
関
連

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
悪
徳
商

法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

仕
地
デ
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
拶
０

５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１
）
ま
た
は
、

お
近
く
の
販
売
店
へ

麓郷中継局、東山中継局は平成21年ＮＨＫ、平成22年から民放４局が開局予定
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山部で竹とんぼ作りなど２８回目の伝承活動

月１４日、山部地区老人クラブ協議

会主催の伝承活動「高齢者と子供

の集い」に山部小４年生２７名と老人クラ

ブ５７名が参加。竹とんぼ作りに挑戦した

子ども達は慣れない手つきでナイフを使

い、手伝ってもらいながら完成させてい

ました。昔と今の違いについて一問一答

をし、真剣な眼差しで聞いていました。

老人クラブの方は「昔の遊びを伝えてい

くのは大事。子ども達とふれあうことで

元気をもらいます」と話してくれました。

１０

生活を見直すきっかけに～消費生活展～

良野消費者協会が主催の「消費生活

展」が１０月１９日に女性センターで行

われました。第３４回目となる今年は、「見

直そう！私たちのくらし」をテーマに食や

健康、灯油などの節約方法などに関するパ

ネル展や環境クイズコーナーなど、訪れた

市民は熱心に見入っていました。また、幼

児期からの消費者教育の一環として、ごみ

分別ゲームも行われ、子どもたちは間違え

ながらも楽しんで勉強していました。

富

　
学
校
給
食
の
食
材
に
地
元
の
野
菜
や

肉
を
使
い
「
地
産
地
消
」
を
進
め
る
富

良
野
地
区
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
が
　
月
１０

　
日
～
　
日
を
中
心
に
１
カ
月
に
渡
り

１４

１６

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
も
小
中
学

生
が
栽
培
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ
ネ

ギ
な
ど
の
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
多
彩
な
献
立
が
登
場
。

　
　
日
に
は
、
地
元
の
野
菜
な
ど
を
利

１５
用
し
て
ま
ち
お
こ
し
を
行
っ
て
い
る
ふ

ら
の
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
（
リ
ー
ダ
ー
久

保
田
志
織
さ
ん
緑
峰
高
校
２
年
生
）
が

考
案
し
た
「
パ
プ
リ
カ
入
り
オ
ム
レ
ツ
」

が
登
場
。
メ
ニ
ュ
ー
考
案
の
際
、
事
前

に
地
区
内
（
一
部
）
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
苦
手
な
食
べ
物
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
ピ
ー
マ
ン
が
苦
手
と
い
う
結

果
か
ら
、
今
回
の
料
理
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
　
久
保
田
さ
ん
は
「
ピ
ー
マ
ン
が
苦
手

な
理
由
は
、
見
た
目
や
苦
さ
な
の
で
、

カ
ラ
フ
ル
で
甘
み
が
強
い
パ
プ
リ
カ
を

利
用
し
ま
し
た
。
ひ
き
肉
と
た
ま
ね
ぎ

を
使
う
こ
と
で
に
お
い
を
抑
え
る
こ
と

に
成
功
。
少
し
で
も
ピ
ー
マ
ン
を
食
べ

ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
麓
郷
小
学
校
の
給
食
に

カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
が
登
場
し
、
３
分
間

の
食
材
P
R
ビ
デ
オ
の
上
映
や
「
パ
プ

リ
カ
入
り
オ
ム
レ
ツ
」
の
紹
介
な
ど
児

童
と
の
ふ
れ
あ
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
田
ち
さ
と
さ
ん
（
麓
郷
小
２
年

生
）
は
「
ピ
ー
マ
ン
は
好
き
で
な
か
っ

た
け
ど
、
甘
く
て
美
味
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ピ
ー
マ
ン
が
苦
手
と
い
う
方
も
、

「
パ
プ
リ
カ
オ
ム
レ
ツ
」
を
作
っ
て
食

べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

パ
プ
リ
カ
オ
ム
レ
ツ
の
作
り
方

【
材
料
８
人
分
】

　
卵
４
つ
　
玉
ね
ぎ
　
ｇ
　
豚
ひ
き

７５

肉
　
　
ｇ
　
パ
プ
リ
カ
　
ｇ
（
黄
・
オ

８０

４０

レ
ン
ジ
・
赤
・
緑
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
混

ぜ
た
も
の
）　
油
　
小
さ
じ
１
　
塩
・

こ
し
ょ
う
少
々

【
作
り
方
】

虚
玉
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に
し
、
あ
た

た
め
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
ひ
い
て

炒
め
る
。

許
①
に
ひ
き
肉
を
加
え
て
炒
め
る
。

距
パ
プ
リ
カ
は
３
ミ
リ
角
に
刻
み
、
②

に
火
が
通
っ
た
ら
、
加
え
て
炒
め
る
。

鋸
卵
を
と
き
、
塩
・
こ
し
ょ
う
で
調
理

し
て
③
に
流
し
入
れ
、
両
面
を
焼
く
。

漁
全
体
を
８
等
分
に
し
て
完
成
！

好
評
好
評
、、
パパ
プ
リ
カ
オ
ム
レ

プ
リ
カ
オ
ム
レ
ツツ

５
回
目
を
迎
え
た
ふ
る
さ
と
給
食
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占冠村
美味しくて、とってもヘルシー

占冠村の山菜をお土産にどうぞ！

　豊かな自然が広大に広がる占冠村。

その面積の９４％が山林です。大小の

河川も数多く、きれいな水と空気、

そして手付かずの自然環境がたくさ

んの種類と豊富な山菜を育みました。

　これからの食卓に欠かせない占冠

村の山菜をどうぞご賞味ください。

架山村産業振興公社　拶５６‐２８３２

中富良野町
なかふらの産クリーン米

「みのりの大地から」を食べてみませんか

　できるかぎり農薬を使わない安
全・安心な平成２０年産高品質一等
米（玄米でＪＡ低温倉庫貯蔵）を
直前に精米してお届けします。
　クリーン米の生産者は、安全の
ための努力を惜しみなく行ない、
高い品質のクリーン米を育てまし
た。生産者のまごころがこもった
クリーン米をぜひご賞味下さい。

架地域水田農業推進協議会　

　拶４４‐２４０２　

南富良野町
カーリングに挑戦しませんか？

　空知川スポーツリンクスカーリ
ング場が１１月１日にオープンしま
した。
　トリノオリンピックで一躍脚光
を浴び、その魅力は見る人を虜に
しました。「氷上のチェス」または
「氷上のビリヤード」とも呼ばれ、
知的で奥の深いスポーツです。
　ぜひ、あなたもカーリングに挑
戦してみませんか？

架空知川スポーツリンクス　
　拶５３‐2449

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

上富良野町
温泉で疲れを癒しませんか

「十勝岳温泉郷」

　上富良野にある十勝岳温泉郷で、

疲れを癒してみませんか。

　雄大な自然の中で楽しむことの

できる露天風呂。四季の移り変わ

りとともに美しく色づく大自然の

息吹を感じながら、心と身体をリ

フレッシュ。
架産業振興課　拶45‐６９８３

元の農家と商店街青年部がみんな

でふらのを元気にしようと「第１２

回ふらの元気市場」が１０月１９日に協会病院

跡地で行われ、大勢の市民が訪れました。

野菜の直売所や食堂も登場し、地元の野菜

で作った元気やきそばは、開店早々に売り

切れるほど人気で、元気カレーも正午頃に

は完売。ハロウィンの「おばけかぼちゃ作

り体験」に２５組約５０名が参加し思い思いの

かぼちゃ作りを楽しんでいました。

地

秋の大収穫祭！「ふらの元気市場」

玉県農業大学校６名の学生が、

天間幸博さんらの農業者宅へ住

み込みをしながら、農業研修や緑峰高

校との交流などを行い、７２日間の研修

を終えました。１０月７日に行われた終

了式で学生たちは、「充実した実りあ

る研修で、色々な技術を習得すること

ができ、とても感謝しています」「社

会に出てから学んだことを役立てた

いです」とお礼と抱負を語っていまし

た。

埼玉県農業大学学生６名が研修を終える

埼

「私の自慢の
　　　花壇です」

狭いながらに造っ

た花壇に道行く人

が足を止め、「素敵

ですね」などと声を

掛けてくれます。ま

た、今年の環境展で

行われたガーデニ

ングコンクールで

優秀賞をいただき、

来年も素敵な花壇

を造ろうと楽しみ

にしています。

奈良ハツエさん
（幸町）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問い合わせ先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

　五条商店会（幸町）
　　金　26,380円 

　岩田　美雪（日の出町）
　　金　10万円 

　富良野ライオンズクラブ（本町）
エゾヤマザクラ　２５本 

順不同・敬称略

生分解性の水切りネットは、生ごみに入れてもいいのです
か？Ｑ
生ごみに入れてはいけません。生分解性の水切りネットは、
固形燃料ごみ(黄色袋)になります。使用した水切りネットの

生ごみは、分別して生ごみに出してください。また、生分解性
の水切りネットの外袋に「生ごみといっしょに捨てられます」
と表示されている場合がありますが、富良野市では生ごみと
いっしょに出すことができませんのでご注意願います。

Ａ

生ごみ処理機のごみは、どこに捨てたら良いのですか？Ｑ
生ごみを生ごみ処理機で処理したものを捨てる場合、生ご
みになります。ビニール袋などの異物を除去して生ごみに

出してください。また、生ごみ処理機で処理したものは、良質
な肥料の素材になります。堆肥化し、ガーデニングや家庭菜園
で活用してみましょう。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌

大
人
用
三
輪
車
捌
ス
テ
レ
オ
コ
ン
ポ
捌

反
射
式
ス
ト
ー
ブ

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
男
子
学
生
服
（
１
６
０
唖
〜
１
７
０

唖
）
捌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
ク
ラ
ブ
捌
回

転
台
付
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
捌
カ
レ
ー
用

皿
捌
ひ
ざ
掛
け

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

催眠商法(SF商法)にご注意を！（７０代 女性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

「新店舗オープン」キャンペーンといって、健康
食品の無料引換券を配っていたので、近所の人と

一緒に会場へ行きました。30人ほど集まったところで、
販売員が近々発売する健康食品だと言って健康食品
を激安で販売し「これはプレゼント」と言って日用雑
貨品などを次々に配りました。少しずつ価格が高い商
品になっていき、最後に、販売員が「本来は８０万円の
布団が、今日なら新店舗オープン特別価格！半額の４０
万円でいいよ！」と言われつい手を挙げ「とてもラッ
キーだ」などとおだてられて、つい購入し契約書にサ
インしました。家に帰ってよく考えるとこんな高い布
団は、いらないので解約したい。

これは、一般に「催眠商法(SF商法)」と言われる
販売方法です。この商法は、商品の販売という目

的を隠して様々な「おとり商品」を配ったり、激安で
商品を販売したりして、正常な判断ができない興奮状
態を作り出して、高額な商品を売りつけるのが特徴で
す。催眠商法(SF商法)は、通常の展示販売とは著しく
相違しているので、店舗に類する場所の要件には該当
しません。つまり、催眠商法(SF商法)は、営業所に当
たらないので、特定商取引法の適用を受けます。
　したがって相談者には、４日前の契約だったので
クーリング・オフ（８日間）により解約できることを
説明しました。「おかしいな？」と思ったら、消費生
活センターへ。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

「三度の飯よりトラクター 
  が大好きです竃」

　由利　 晴斗 さん（１歳）（１歳）
はると

北麓郷　

の
女
性
に
引
き
下
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
頚
部
が
ん
が　

歳
代
の

２０

若
年
層
で
急
増
し
て
い
る
た
め
で

す
。

検
診
の
方
法

　

一
般
的
に
子
宮
が
ん
検
診
で
は
、

頚
部
が
ん
検
診
の
み
行
わ
れ
、
不

正
出
血
、
月
経
異
常
、
褐
色
の
お

り
も
の
な
ど
の
異
常
が
あ
っ
た
人

に
は
体
部
が
ん
検
診
が
勧
奨
さ
れ

ま
す
。

　

頚
部
が
ん
検
診
は
、
頚
部
の
細

胞
を
綿
棒
な
ど
で
こ
す
っ
て
採
取

し
、
が
ん
細
胞
の
有
無
や
そ
の
種

類
を
調
べ
ま
す
。
痛
み
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歳
を
過
ぎ
た
ら
子
宮
が
ん
検
診
を

２０
　

子
宮
が
ん
検
診
は
婦
人
科
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
富
良

野
市
で
は
集
団
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。　

歳
を
過
ぎ
た
方
や
、

２０

し
ば
ら
く
検
診
を
受
け
ら
れ
て
い

な
い
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
、

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お元気ですか　保健師　です　 ●子宮がん検診を受けましょう！

「
子
宮
頚
部
が
ん
」と「
体
部
が
ん
」

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
頚
部
が

ん
と
体
部
が
ん
の
２
種
類
が
あ
り
、

が
ん
の
で
き
る
場
所
で
異
な
り
ま

す
。
同
じ
子
宮
に
発
症
す
る
が
ん

で
も
、
発
生
し
や
す
い
要
因
や
年

齢
、
症
状
な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。
頚
部
が
ん
は
性
交
渉
で
感
染

す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

性
行
動
の
活
発
な
若
い
世
代
に
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

体
部
が
ん
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影

響
に
よ
っ
て
で
き
や
す
い
と
言
わ

れ
、　

歳
以
降
で
多
く
な
る
の
が

５０

特
徴
で
す
。

早
期
発
見
の
た
め
の
検
診

　

子
宮
が
ん
は
検
診
を
受
け
る
こ

と
で
早
期
発
見
し
や
す
く
、
完
治

し
や
す
い
が
ん
で
す
。
特
に
子
宮

頚
部
が
ん
の
早
期
で
あ
れ
ば
、
子

宮
を
摘
出
し
な
い
治
療
が
可
能
で
、

そ
の
後
の
出
産
も
可
能
で
す
。
ま

た
、
平
成　

年
度
よ
り
子
宮
頚
部

１７

が
ん
検
診
の
対
象
者
が　

歳
以
上

２０

子宮がん検診日程
※子宮がん検診は2年に1回の受診です

検診日程・場所

12月1日俄　山部福祉センター

12月6日臥～8日俄　保健センター

検診内容　子宮頚部細胞診、

　　　　　超音波検査

検診料金　2,000円

対　象　２０歳以上の方

申込み／問合せ

保健センター　拶３９‐２２００

「ふれあい広場が大好きです」

　大平　 伸明 さん（１歳８カ月（１歳８カ月））
のぶあき

学田三区

　齋藤　 柚羽 さん（３歳１カ月）（３歳１カ月）
ゆ　う

西町
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く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

相
談
ご
と
は　
　
　
　
　
　

民
生
委
員
児
童
委
員
に

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

の
誰
も
が
幸
せ
で
安
心
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
応
援
し
ま
す
。

例
え
ば
・
・
・

■
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と
（
介

護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
介
護
保
険
制

度
に
関
す
る
こ
と
な
ど
）

■
家
族
関
係
の
こ
と
（
結
婚
、
離

婚
、
親
子
関
係
、
扶
養
、
相
続
に

関
す
る
こ
と
な
ど
）

■
暮
ら
し
の
こ
と
（
住
ま
い
に
関

す
る
こ
と
、
生
活
福
祉
資
金
な
ど

各
種
貸
付
制
度
、
生
活
保
護
に
関

す
る
こ
と
な
ど
）

■
育
児
・
教
育
の
こ
と
（
育
児
、

い
じ
め
や
不
登
校
に
関
す
る
こ
と

な
ど
）

■
そ
の
他
の
困
り
ご
と
（
心
身
の

疾
病
や
障
が
い
、
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
こ
と
な
ど
）

　
何
か
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
各
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委

員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
北
麻
町
地
区
の
民
生
委
員
児
童

委
員
に
竹
内
佳
子
さ
ん
が
就
任
し

ま
し
た
。

架
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
電
話
相
談
）強
化
週
間
に
つ
い
て

　
夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
　
月
　
日
俄
～
　
日
蚊

１１

１７

２３

平
日
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時

３０

土
・
日
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

電
話
番
号
　

拶
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

相
談
員
　

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

架
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
６
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

冬
の
交
通
安
全
運
動

期
　
間
　
　
月
　
日
我
～
　
日
画

１１

１２

２１

運
動
の
重
点

虚
夕
暮
れ
時
の
歩
行
者
と
自
転
車

乗
用
車
の
交
通
事
故
防
止

未来へのおくりもの

　さい帯血のすべて
　　　　大野　典也　監修

病気の治療に威力を発揮
するさい帯血。今、医療
の質が変わろうとしてい
ます。さい帯血を使って、
病気はもちろん、脳性小
児麻痺、Ⅰ型糖尿病の治
療や再生医療への応用が
はじまっています。

架図書館　拶２２‐３００５

3日俄、4日峨、１０日俄、１７日俄、１１月の休館日　
２３日蚊、２４日俄、２８日画　　　　　　　

１階エントランスホール　

　１１月６日牙～１６日蚊　青年海外協力隊活動報告展
２階展示ホール　

　１１月２日蚊まで　イマイカツミ

　４都市巡回水彩画展「谷間の百合　夕張展」

　１１月５日我～１６日蚊　「古布遊会作品展」

多目的ホール　

　１１月８日臥午前１０時３０分　「おはなし会」

１階おはなしコーナー　毎週水曜日午後3時

　　「どんぐりおはなし会」

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより
今月の注目の今月の注目の本本

●児童書（新着）
あんびるやすこ魔女スピカからの手紙
村中　季衣はんぶんぺぺちゃん

●一般書（新着）
山本　甲士ぱす
重松　清少しだけ欠けた月
小手鞠　るい猫の形をした幸福

許
路
面
状
況
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
と
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

距
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

鋸
飲
酒
運
転
の
根
絶

シ
ル
バ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ッ
プ

特
別
運
動
（
　
月
　
日
蚊
ま
で
）

１１

３０

　
北
海
道
警
察
で
は
、
高
齢
運
転

者
、
高
齢
自
転
車
利
用
者
、
高
齢

歩
行
者
に
対
す
る
各
種
事
故
防
止

対
策
を
実
施
中
で
す
。

　
夜
光
反
射
材
の
着
用
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署
交
通
課

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
な
ど
に
入
学
、
在
学

す
る
子
ど
も
を
お
持
ち
の
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入

学
、
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、

扶
養
す
る
子
ど
も
の
数
が
１
名
の

場
合
は
、
給
与
所
得
が
７
９
０
万

円
以
内
（
事
業
所
得
者
は
５
９
０

万
円
以
内
）
の
方
。
な
お
、
子
ど

も
の
人
数
に
応
じ
て
給
与
所
得
額

（
事
業
所
得
額
）
の
制
限
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

融
資
額
　
学
生
、
生
徒
、
１
名
に

つ
き
２
０
０
万
円
以
内

利
　
率
　
年
２
・
　

％
（
平
成
　

６５

２０

年
　
月
１
日
現
在
）

１０
○
申
し
込
み
に
関
す
る
相
談
は
、

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
で

　
拶
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な

い
場
合
は
、
左
記
に
問
い
合
わ
せ
。

架
日
本
政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店

拶
０
１
６
６
‐
２
３
‐
５
２
４
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か　
　
　

「
検
察
審
査
会
」

　
自
分
だ
け
は
犯
罪
に
会
わ
な
い
、

事
故
に
あ
わ
な
い
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
万
が
一
犯
罪
や
事
件
に

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
警
察
や
検
察

が
事
件
を
捜
査
し
て
、
罪
を
犯
し

た
人
は
刑
事
罰
を
受
け
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、

裁
判
に
か
け
ら
れ
な
い
不
起
訴
処

分
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「広報ふらの」有料広告を募集しています。詳しくは、市のホームページに掲載しています。

架企画振興課　拶３９‐２３０４
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被
害
者
が
そ
の
処
分
に
納
得
で

き
な
い
と
き
に
申
し
立
て
で
き
る

と
こ
ろ
が
検
察
審
査
会
で
す
。

　
申
し
立
て
が
あ
る
と
、　

人
の

１１

審
査
員
（
選
挙
権
を
持
つ
国
民
の

中
か
ら
、
選
挙
人
名
簿
に
も
と
づ

い
て
く
じ
で
選
ば
れ
る
）
に
よ
っ

て
、
審
査
が
始
め
ら
れ
、
そ
の
結

果
、
不
起
訴
不
当
と
か
起
訴
相
当

と
い
う
議
決
が
な
さ
れ
た
場
合
、

検
察
官
は
事
件
を
再
検
討
し
、
起

訴
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
の

結
論
に
達
し
た
と
き
は
、
起
訴
手

続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

架
旭
川
検
察
審
査
会
事
務
局
（
旭

川
市
花
咲
町
４
丁
目
旭
川
地
方
裁

判
所
内
）

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
２
９
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
使
用
者
も
労

働
者
も
「
北
海
道
最
低
賃
金
」

　
北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用

者
及
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
額
　
時
間
額
６
６
７
円

効
力
発
生
日
　
平
成
　
年
　
月
　
日

２０

１０

１９

架
旭
川
労
働
基
準
監
督
署

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
１
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

指
名
手
配
被
疑
者
の　
　

検
挙
に
協
力
を

　
全
国
の
警
察
で
は
、
重
大
な
犯

罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
て
、
被
疑

者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の

発
見
に
向
け
た
各
種
捜
査
活
動
に

は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署
刑
事
課

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
月
は
「
労
働
時
間
適
正
化

１１
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。
労

使
が
と
も
に
協
力
し
あ
い
、
長
時

間
労
働
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
過
重
労
働
と
賃
金
不
払
残
業

の
解
消
の
た
め
に
「
全
国
一
斉
無

料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
け
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
臥

１１

２２

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

拶
0
1
2
0
‐
8
9
7
‐
7
1
3

架
旭
川
労
働
基
準
監
督
署

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
１
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

裁
判
員
制
度
〜
裁
判
員
に

選
任
さ
れ
る
ま
で

　
来
年
５
月
　
日
か
ら
裁
判
員
制

２１

度
が
始
ま
り
ま
す
。
裁
判
員
は
、

選
挙
権
の
あ
る
人
（
衆
議
院
議
員

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
）

の
中
か
ら
、
く
じ
に
よ
り
無
作
為

広告①広告②

に
選
ば
れ
ま
す
。

　
裁
判
員
裁
判
の
実
施
に
向
け
て
、

地
方
裁
判
所
で
は
平
成
　
年
分
の

２１

裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
作
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
ま
で

虚
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成

（
平
成
　
年
　
月
下
旬
～
　
月
上
旬
）

２０

１０

１１

・
各
地
方
裁
判
所
ご
と
に
、
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
く
じ
で

無
作
為
に
選
ん
で
作
成
し
た
名
簿

に
も
と
づ
き
、
平
成
　
年
の
裁
判

２１

員
候
補
者
名
簿
を
作
成

許
調
査
票
と
と
も
に
名
簿
記
載
通

知
書
を
送
付

（
平
成
　
年
　
月
下
旬
～
　
月
上
旬
）

２０

１１

１２

・
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ
た

方
に
は
、
名
簿
記
載
通
知
書
を
送

り
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
職
業
に
就
い
て

い
る
か
ど
う
か
（
就
職
禁
止
事
由

に
当
た
る
か
ど
う
か
）
や
１
年
を

通
じ
て
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を
辞

退
す
る
申
立
て
の
有
無
・
理
由
な

ど
を
お
尋
ね
す
る
調
査
票
を
送
り

ま
す
。

　
裁
判
員
は
事
件
ご
と
に
選
任
し

ま
す
が
、
調
査
票
を
返
送
し
て
い

た
だ
き
、
明
ら
か
に
裁
判
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
や
１
年
を

通
じ
て
辞
退
理
由
が
認
め
ら
れ
る

方
に
は
、
裁
判
所
か
ら
選
任
手
続

期
日
の
お
知
ら
せ
（
呼
出
状
）
が

届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

架
旭
川
地
方
裁
判
所
事
務
局

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
２
５
５

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

人
権
啓
発
講
演
会

　
い
じ
め
や
暴
力
、
虐
待
な
ど
痛

ま
し
い
事
件
が
お
き
て
い
ま
す
。

も
っ
と
楽
し
い
家
庭
、
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
、
家
庭
の
あ
り

方
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
心

の
持
ち
方
な
ど
み
ん
な
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

講
演
テ
ー
マ

「
明
る
い
社
会
を
培
う
た
め
に

～
家
庭
の
温
か
い
食
卓
か
ら
～
」

講
　
師
　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

天
使
大
学
講
師
　
根
本
和
雄
さ
ん

と
　
き
　
　
月
　
日
臥

１１

１５

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

入
場
料
　
無
料

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

架
市
民
環
境
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

子
育
て
児
童
福
祉
講
演
会

　
世
界
的
に
子
育
て
に
詳
し
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ォ
ー
ダ
ム
大

学
で
社
会
福
祉
学
修
士
号
を
持
つ

ヘ
ネ
シ
ー
澄
子
さ
ん
の
講
演
会
を

聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
。

講
演
テ
ー
マ
　
「
気
に
な
る
子
　

理
解
で
き
る
　
ケ
ア
で
き
る
　
脳

か
ら
見
た
ト
ラ
ウ
マ
」

講
　
師
　
東
京
福
祉
大
学
名
誉
教
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このページは広告料収入で作成しています

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
都
市
建
築
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
ミ
ッ
ク
ス　
　
　
　
　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
　
き
　
　
月
７
日
蚊
午
後
９
時

１２

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　

　
市
民
及
び
市
内
に
勤
務
す
る
方

部
　
門
　

一
般
の
部
　
一
般
成
人
の
男
性
２

名
、
女
性
２
名
（
年
齢
制
限
な
し
）

　
歳
以
上
の
部
　
　
歳
以
上
の
男

４０

４０

性
２
名
、
女
性
２
名

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
込
み
　
　
月
　
日
画
ま
で
に
ス

１１

２１

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
ふ
ら
の
体
育

協
会
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
ふ
ら
の
体
育
協
会

　
　
　
　
　
皐
２
３
‐
９
６
６
６

　
　
　
　
　
捌
２
３
‐
９
６
６
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

全
市
高
齢
者
親
睦
囲
碁
大
会

と
　
き
　
　
月
　
日
画

１１

２８

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
８
０
０
円
（
昼
食
含
む
）

参
加
資
格
　

市
内
に
住
む
概
ね
　
歳
以
上
の
方

６０

競
技
方
法
　
４
局
打
ち
切
り

申
込
み
　
　
月
　
日
牙
ま
で
に
老

１１

２０

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
段
・
級
）

架
富
良
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局　
　

拶
２
２
‐
２
０
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

学
校
の
応
援
団
！　
　
　
　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
学
校

で
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

多
忙
に
な
っ
て
い
る
教
員
の
負
担

を
軽
減
し
、
学
校
教
育
の
充
実
や

地
域
の
連
帯
感
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
希
望
が
あ
る
主
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

虚
授
業
な
ど
で
の
指
導
補
助

　
ス
キ
ー
、
水
泳
、
体
育
（
鉄
棒

な
ど
）、
ミ
シ
ン
・
裁
縫
、
図
工
・

美
術
（
木
工
や
陶
芸
、
写
生
会
）、

英
語
、
学
校
農
園
（
技
術
指
導
、

手
入
れ
の
方
法
な
ど
）、
給
食
（
マ

ナ
ー
、
栄
養
指
導
）、
ス
ク
ー
ル
バ

ン
ド
、
福
祉
（
手
話
や
点
字
）、
戦

争
体
験
講
話
、
演
劇

許
学
校
で
の
活
動

　
読
み
聞
か
せ
、
安
全
（
登
下
校

時
）、
図
書
室
（
整
理
・
図
書
修

理
）、
ス
キ
ー
（
ス
キ
ー
運
搬
、
築

山
整
備
）、
ク
ラ
ブ
活
動
（
百
人
一

首
や
将
棋
、
琴
・
尺
八
な
ど
）、
学

広告③広告④

０
円
（
４
歳
以
上
）
で
す
。

架
お
や
こ
劇
場

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
５
８
９
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

第　

回
富
良
野
沿
線
合
唱
祭

１１
「
コ
ー
ル
・
サ
ン
ピ
ラ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
　
き
　
　
月
　
日
俄

１１

２４

　
　
　
　
開
場
　
午
後
１
時

　
　
　
　
開
演
　
午
後
１
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
団
体
　
ふ
ら
の
少
年
少
女
合

唱
団
、
か
み
ふ
ら
の
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ラ
ス
、
中
富
良
野
混
声
合
唱

団
コ
ー
ル
・
フ
ロ
ー
ラ
、
上
富
良

野
混
声
合
唱
団
、
コ
ー
ル
・
フ
ラ

ヌ
イ
、
富
良
野
混
声
合
唱
団

（
ゲ
ス
ト
出
演
）
す
み
れ
合
唱
団

入
場
料
　
無
料

架
コ
ー
ル
・
フ
ラ
ヌ
イ
　
佐
々
木

さ
ん
　
　
　
拶
２
２
‐
２
５
７
８

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

一
般
世
帯
向
け
住
宅
（
単
身
者
可
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
戸

北
の
峰
西
（
北
の
峰
町
　
番
）
浴

２８

室
有
（
昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
）

５２

受
付
期
間

　
　
　
　
　
月
　
日
俄
～
　
日
画

１１

１０

２１

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

授
　
ヘ
ネ
シ
ー
澄
子
さ
ん

と
　
き
　
　
月
　
日
牙

１１

１３

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

と
こ
ろ
　

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

主
　
催
　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

架
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

す
み
れ
合
唱
団　
　
　
　
　

　

周
年
コ
ン
サ
ー
ト

１０と
　
き
　
　
月
　
日
蚊
午
後
１
時

１１

１６

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

す
み
れ
合
唱
団
に
入
り
ま
せ
ん
か

対
　
象
　
　
歳
以
上
の
女
性
で
歌

６０

が
好
き
な
方

練
習
日
　

　
　
第
１
、
第
２
、
第
４
火
曜
日

　
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

架
す
み
れ
合
唱
団
団
長
　
中
村
教

子
さ
ん
　
　
拶
２
２
‐
２
３
７
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

お
や
こ
劇
場　
　
　
　
　
　

「
カ
ス
タ
ム
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
」

　
「
ふ
ぉ
る
く
」
に
よ
る
ド
ラ
ム
、

ピ
ア
ノ
、
ベ
ー
ス
、
サ
ッ
ク
ス
で

の
本
格
的
な
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
で
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
我

１１

１９

　
　
　
　
開
場
　
午
後
６
時
　
分
３０

　
　
　
　
開
演
　
午
後
７
時

と
こ
ろ
　
富
良
野
演
劇
工
場

対
　
象
　
小
学
５
年
生
以
上

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
で
す
。

当
日
の
入
会
も
で
き
ま
す
。
入
会

金
２
０
０
円
、
月
額
会
費
１
０
０
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校
農
園
、
俳
句
の
掲
示
、
警
備

（
運
動
会
・
発
表
会
・
参
観
日
な
ど
）、

環
境
美
化
（
鉢
花
な
ど
の
設
置
）、

学
芸
会
・
発
表
会
（
照
明
な
ど
）

申
込
み
　
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
、

ま
た
は
文
化
会
館
に
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

s
y
a
k
a
i-k
@

c
ity
.fu
ra
n
o
.h
o
k
k
a
id
o
.jp

申
込
み
／
問
合
せ
　
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
道
で
は
、
次
代
を
担
う
中
学
生

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
「
税
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
期
間
　

　
　
平
成
　
年
１
月
　
日
画
ま
で

２１

２３

用
　
紙
　
原
則
と
し
て
画
用
紙
八

つ
切
り
（
約
　
唖
×
　
唖
）

２７

３８

使
用
画
材
　
水
彩
絵
の
具
ま
た
は

ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー

送
付
先
　
各
中
学
校
を
通
じ
て
上

川
支
庁
課
税
課
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

架
上
川
支
庁
地
域
振
興
部
課
税
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
２
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

団
員
募
集

対
　
象
　
市
内
在
住
の
小
学
３
年

生
か
ら
５
年
生
の
男
子
（
２
年
生

以
下
は
相
談
く
だ
さ
い
）

期
　
間
　
平
成
　
年
　
月
か
ら
平

２０

１２

成
　
年
　
月
ま
で
の
１
年
間

２１

１１

募
集
人
員
　
　
名
程
度

１０

活
動
日
　
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

　
　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

１０

５０

※
土
曜
日
の
み
、
午
後
６
時
　
分
３０

開
始

活
動
場
所
　
扇
山
小
学
校
、
富
良

野
小
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

会
　
費
　
年
額
１
８
０
０
０
円

※
活
動
日
、
活
動
場
所
、
会
費
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

見
学
会
　
　
月
　
日
臥
、　

日
臥

１１

１５

２２

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

説
明
会
　
　
月
　
日
我
午
後
７
時

１１

２６

　
　
文
化
会
館
団
体
控
室
（
１
階
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.g
e
o
c
itie
s
.jp
/
fu
r

a
n
o
m
in
ib
a
s
u
/

架
小
林
さ
ん

拶
０
９
０
‐
１
３
８
２
‐
１
５
０
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

子
育
て
コ
ー
チ
ン
グ
カ
フ
ェ

と
き
・
内
容

　
　
午
前
　
時
～
午
後
０
時
　
分

１１

３０

虚
　
月
５
日
我
　
コ
ー
チ
ン
グ
の

１１
基
本
的
な
考
え
方
、
子
ど
も
の
話

を
聞
く
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
）

許
　
月
　
日
我
　
子
ど
も
を
認
め

１１

１９

る
（
ア
ク
ノ
リ
ッ
ジ
メ
ン
ト
）、
子

ど
も
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
る

（
ペ
ー
ジ
ン
グ
）

距
　
月
３
日
我
　
子
ど
も
の
や
る

１２
気
を
引
き
出
す
（
質
問
）、
子
ど
も

の
心
と
私
の
心

鋸
　
月
　
日
我
　
私
の
価
値
観
、

１２

１７

セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ

と
こ
ろ
　
女
性
セ
ン
タ
ー
（
若
松

町
　
番
１
号
）

１７
講
　
師
　
コ
ー
チ
ン
グ
プ
ラ
ス
代

表
　
石
谷
二
美
枝
さ
ん

料
　
金

　
　
４
回
コ
ー
ス
　
７
０
０
０
円

　
　
　
　
　
１
回
　
２
０
０
０
円

※
１
回
で
も
受
講
可

定
　
員
　
　
名
（
託
児
要
相
談
）

３０

※
コ
ー
チ
ン
グ
と
は
？

　
相
手
の
可
能
性
や
能
力
を
引
き

出
し
、
意
欲
を
高
め
、
自
発
的
な

行
動
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
で
す
。

申
込
み
／
問
合
せ

子
育
て
コ
ー
チ
ン
グ
カ
フ
ェ
実
行

委
員
会
　
松
下
さ
ん

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
４
２
１
６

年年金金だだよよりり

保険料の追納制度について

　国民年金の第１号被保険者が、保険料の免除を受け

た期間や学生納付特例に該当していた期間は、将来老

齢基礎年金を受給する際、より有利な年金額となるよ

う当該期間について後から納付することができる制度

があります。これを追納制度といいます。

　追納する場合は、次のことが条件となります。

虚追納できる期間は、さかのぼって１０年間となります。

許老齢基礎年金受給者は追納できません。

距追納する場合、古い分から順番になります。ただし

　学生納付特例がある場合は、学生納付特例が先にな

　ります。

鋸前々年度より前の年度の属する月について追納する

　場合の納付額は、当時の保険料額に政令で定められ

　た率を乗じた額を加算した額になります。

　　　

刷問 市民環境課　拶３９‐２３０１

広告⑤

   国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年１１月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日以降に手続きをしてください。　厚生年金の
受給者は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになります。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所②番窓口にお越しください。

社会保険労務士による無料相談会
と　き　１１月２３日蚊午前１１時～午後４時

ところ　中心街活性化センター「ふらっと」

　　　　（朝日町２番１号）

相談員　社会保険労務士　４名

相談内容　虚ねんきん特別便について

　　　　　許年金制度、受給手続について

　　　　　距健康保険、雇用保険、労災保険

　　　　　　などについて

架社会保険労務士　平子正秀さん
　拶２２‐３０１１　　　　　　　　　
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■ふるさと給食の取材で麓郷小学校にお邪魔しま
した。東小学校の児童が育てた野菜を使ったカレー
や山部のメロン農家のお母さんたちが作った福神
漬け、カレンジャー娘が考えたパプリカオムレツ。
楽しく美味しそうに食べていた児童たちの笑顔が
印象的でした。（と）

編集

後記

名
月
に
見
つ
め
ら
れ
つ
つ
我
ひ
と
り

青
田
　
博
子

ふ
る
さ
と
の
紅
葉
祭
り
や
ク
ラ
ス
会

相
良
　
紀
子

廃
業
の
店
に
ま
つ
わ
る
蔦
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
田
　
貞
子

日
を
浴
び
て
大
地
に
沈
む
霜
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
輝
夫

文
化
の
日
市
民
茶
席
は
普
段
着
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
田
　
　
瞳

子
を
頼
り
子
に
頼
ら
れ
て
木
の
葉
髪

長
畑
　
惰
香

紫
の
薊
の
花
の
咲
け
る
野
に

ひ
そ
み
て
虫
の
鳴
く
声
き
こ
ゆ
　
　
　
　
町
屋
　
和
子

糠
床
の
味
な
じ
み
き
て
秋
茄
子
の

色
も
さ
や
け
き
こ
の
夕
べ
な
り
　
　
　
　
坂
東
　
節
子

富
良
野
路
は
青
空
く
ぎ
り
広
々
と

稲
穂
波
う
ち
玉
葱
ご
ろ
ご
ろ
　
　
　
　
　
岡
野
　
愛
子

退
院
の
母
を
待
ち
つ
つ
タ
ン
ポ
ポ
の

綿
毛
と
遊
ぶ
幼
の
し
ぐ
さ
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
敬
子

四
方
の
山
紅
葉
に
染
ま
り
秋
深
か
く

雪
虫
ま
つ
わ
る
日
暮
れ
わ
び
し
も
　
　
　
租
田
　
久
子

映

ツ
ア
ー
」
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、　

月　

日
蚊
に
は

１２

１４

「
日
本
の
へ
そ
か
ら
健
康
づ
く

り
と
幸
せ
の
輪
を
！
」
を
テ
ー

マ
に
「
第　

回
西
脇
子
午
線
マ

３１

　

北
播
磨
地
区
の
地
場
産
品
、

特
産
品
や
農
産
品
な
ど
が
勢

ぞ
ろ
い
す
る
「
北
播
磨
じ
ば
さ

ん
元
気
市
・
に
し
わ
き
産
業

フ
ェ
ス
タ
」
が　

月
８
日
臥
〜

１１

　

日
蚊
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
西

１９

に
し
わ
き
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
コ
ー
ス
は
色
々
あ
り
ま
す

の
で
、
ラ
ン
ナ
ー
の
趣
向
に
合

わ
せ
た
種
目
で
走
り
ま
せ
ん

か
？
（
広
報
に
し
わ
き　

月
号

１０

よ
り
）

脇
高
等
学
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災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１１月２２日臥　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■西町やすらぎ会の施設見学に同行させていただ
きました。リサイクルセンターやワイン工場などで、
熱心に質問をしながら見学され、私も大変勉強にな
りました。富良野市にはいろいろな施設がたくさん
あり、見学もできます。足を運んで新たな富良野の
魅力を発見してみませんか。（あ）


